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中国地協
青 年 部
交流集会

２
０
５
７
人
結
集

大
き
な
力
を
感
じ
る

公共工事設計労務単価
13年連続引き上げ

労災・雇用保険加入証明書
スマホ・パソコンから
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　川柳の募集を行います。
　最優秀賞に選ばれた作品は、広建新報
2026年1月10日号で発表します。以下の応募
要項に従って、ご応募ください。
　皆さんもぜひホームページから作品を見て
投票（投票にはGoogleのアカウントが必要）
なさってみてください。
参加資格：組合員とその家族
応募要項：1人1作品。
　川柳にはテーマを設けておりませんが、
応募は未発表作品に限ります。必ず応募票
をハガキまたはFAXに貼り、川柳を広島建労教宣部（〒733-0013
　広島市西区横川新町8-12　FAX：082-294-0248）宛にお送り
いただくか、広島建労ホームページからご応募ください。
　 賞 　：各賞は一般投票の結果で決定

最優秀賞 1本…賞状、クオカード5千円分
優 秀 賞 2本…賞状、クオカード3千円分
佳　　作 4本…賞状、クオカード千円

受付期間：7月10日(木)～10月17日(金)
投票期間：10月22日(水)～11月7日(金) 
　　　　　　　　　　(投票は1作品につき、最大1投票)
発　　表：広建新報2026年1月10日号

　職人川柳応募
HPはこちらから

「
職
人
川
柳
」
応
募
票

組
合
員
氏
名

応
募
者
氏
名

住　
　
　

所

所
属
地
連
　

第　
　

地
連

職人川柳の募集 教育宣伝部

建
設
業
法

入
契
法

品
確
法

青
年
部
層
に

必
須
の

知
識
を
学
ぶ

ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

団結ガンバロウ三唱で熱気に包まれる

　

【
県
・
教
宣
部
長
・
髙
橋
博

文
】
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
48
県
連
・
組
合
か

ら
２
０
５
７
人
の
仲
間
が
結
集

し
、
「
２
０
２
６
年
度
予
算
確

保
」
に
向
け
た
全
国
的
な
運
動

が
力
強
く
ス
タ
ー
ト
。
広
島
建

労
か
ら
13
人
の
仲
間
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
中
央
総
決
起
大
会
は
、

成果を追い風に
さらなる前進をめざす

６
月
25
日(

水)

、
東
京
都
・
日

比
谷
公
園
大
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
、
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
情
勢
を
受
け
、
「
賃
金
・

単
価
の
大
幅
引
き
上
げ
」
「
建

設
国
保
の
育
成
・
強
化
」
「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
）
の
普
及
促
進
」

な
ど
を
柱
と
し
た
予
算
要
求
・

政
策
実
現
に
向
け
た
大
規
模
な

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
団
は
東
京
都
連
と
フ
レ
ッ

セ
か
ら
選
出
さ
れ
、
集
会
は
厳

粛
か
つ
熱
気
を
帯
び
た
雰
囲
気

の
中
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
委
員
長
は
挨
拶
で
、
「
担

い
手
３
法
の
改
正
や
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
の
13
年
連
続
引

き
上
げ
」
な
ど
の
成
果
を
挙
げ

つ
つ
、
こ
れ
ら
を
追
い
風
に
さ

ら
な
る
前
進
を
め
ざ
す
と
力
強

く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
渡
邊
副
委
員
長
が

交
渉
団
を
代
表
し
て
決
意
表
明

を
行
い
、
厚
生
労
働
省
、
国
土

交
通
省
、
財
務
省
な
ど
各
省
庁

　

さ
ら
に
、
今
回
初
め
て
中
央

総
決
起
大
会
に
参
加
し
た
渡
邉

朝
展
さ
ん
（
第
７
地
連
広
島
）

は
、
「
建
設
国
保
組
合
の
国
庫

補
助
等
、
様
々
な
要
請
の
実
現

に
向
け
て
、
全
国
か
ら
二
千
人

を
超
え
る
仲
間
が
集
ま
っ
た
こ

と
に
大
き
な
力
を
感
じ
た
。

　

【
県
・
青
年
部
長
・
西
濵
恭

兵
】
６
月
15
日(

日)

、
16
日(

月)

へ
の
要
請
行
動
に
出
発
。
現
場

の
声
を
直
接
届
け
る
行
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
自
民
・
立
憲
民

主
・
公
明
・
国
民
民
主
・
共
産
・

社
民
の
６
政
党
の
代
表
者
が
激

励
の
挨
拶
に
訪
れ
、
鈴
木
委
員

長
か
ら
各
党
に
対
し
て
、
建
設

国
保
補
助
の
拡
充
を
含
む
７
項

目
の
要
請
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
小
倉
書
記
長
が
基

調
報
告
を
行
い
、
「
８
月
末
の

２
０
２
６
年
度
概
算
要
求
を
見

据
え
た
今
回
の
大
会
は
、
建
設

業
の
持
続
可
能
性
を
守
る
た
め

の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
」

と
述
べ
、
地
元
で
の
要
請
強
化

や
ハ
ガ
キ
運
動
の
推
進
を
訴
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
建
労
の
仲
間
に

よ
る
決
意
表
明
、
佐
賀
建
連
の

仲
間
に
よ
る
大
会
決
議
提
案
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
参
加
者
一

同
が
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
ま

し
た
。

中央
総決起
大会

こ
う
し
て
全
国
か
ら
集
ま
る
こ

と
で
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
国
会
議
員
の
先
生
方
に
も
我
々

の
熱
意
が
伝
わ
り
、
要
請
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

改
め
て
、
全
建
総
連
が
掲
げ
る

『
数
は
力
』
と
い
う
言
葉
の
重

み
を
実
感
し
た
」
と
語
っ
て
お

　

２
日
目
は
、
交
流
企
画
と
し

の
２
日
間
、
広
島
市
で
中
国
地

協
青
年
部
交
流
集
会
が
開
催
さ

れ
、
30
人
（
広
島
建
労
14
人
）

が
参
加
。
広
島
建
労
の
新
会
館

に
、
中
国
地
方
４
県
の
青
年
部

が
集
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
全
国
青
協
総
務

の
小
縣
さ
ん
が
「
担
い
手
３
法
」

に
つ
い
て
解
説
。
建
設
業
法
、

入
契
法
、
品
確
法
に
つ
い
て
、

青
年
部
層
に
と
っ
て
今
後
必
要

と
な
る
知
識
を
、
資
料
を
用
い

て
学
び
ま
し
た
。
建
設
従
事
者

の
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
処

り
、
現
場
の
意
気
込
み
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
締
め
く
く
り
に
は
、

参
加
者
全
員
で
「
建
設
国
保
育

成
・
強
化
」
「
賃
金
・
単
価
大

幅
引
き
上
げ
」
を
掲
げ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
。

吉
村
副
委
員
長
に
よ
る
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
三
唱
で
、
雨
に

も
負
け
な
い
団
結
と
熱
意
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
集
会
は
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

て
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
「
建
設
労
働
者
・

職
人
の
碑
」
参
拝
し
、
原
爆
ド
ー

ム
周
辺
を
歩
い
て
か
ら
「
エ
デ
ィ

オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
」

へ
。
普
段
入
れ
な
い
場
所
を
見

学
し
、
選
手
が
見
て
い
る
景
色

を
体
感
。
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
裏

話
も
聞
き
、
参
加
者
同
士
で
楽

し
く
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
国
地
協
で
の
青
年
部
の
行

事
は
年
に
２
回
。
今
後
も
交
流

を
深
め
、
活
気
あ
る
中
国
地
協

青
年
部
を
築
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

ま
ず
は
広
島
建
労
青
年
部
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
引
き
続
き
頑

張
っ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

遇
改
善
、
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
活
用
な
ど
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、

私
た
ち
青
年
部
層
が
担
い
手
の

確
保
・
育
成
の
環
境
を
整
え
、

持
続
可
能
な
建
設
産
業
を
築
く

必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
社
会
に
広

が
れ
ば
、
組
織
拡
大
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
の
分
散
会
で
は
、
組

織
拡
大
を
テ
ー
マ
に
５
グ
ル
ー

プ
で
討
論
。
組
合
の
魅
力
を
若

者
世
代
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
表
が
あ

り
、
組
織
拡
大
の
課
題
共
有
が

進
み
ま
し
た
。

問題：組合共済から75歳以上の組
合員に「後期高齢者・保養助成給付
金」はご存じですか？
　75歳以上の「組合員とその配
偶者」が旅行などに行った場合、
補助金が出ます。さてその金額
は2人合わせていくらでしょう？。
ヒントは、広島建労ホームページ
の「組合共済」ページにあるよ！

【応募方法】
クイズの答えと、今月の「広建新報」への一言
感想（必須）をそえて、以下のいずれかの方法
でご応募ください。（締め切りは2025年8月31
日（日）［消印有効］）
1）FAXで応募：所属地連事務所へ「①クイズの
答え、②今月の「広建新報」についてのひとこ
と感想、③郵便番号、④住所、⑤氏名、⑥電話
番号、⑦所属地連名」をFAX送信
2）ハガキで応募：ハガキに①～⑦を明記し、
広島建労・県本部まで郵送（消印有効）
3）Googleフォームで応募：記事右の
QRコードを読み取って、Googleフォー
ムから簡単に応募できるよ！

広島建労クイズ 教育宣伝部

６.25

※発行は申請の翌々日営業日となります※

労災・雇用保険加入証明書の
発行依頼はこちらから

操作が苦手な方は所属の地連事務所に相談を

　　広島建労HP→
　　　組合員専用→
労災・雇用保険加入証
明書発行依頼フォーム
HPトップページのこちら
からもアクセスできます！

申
請
は
こ
ち
ら
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら

こちらから

ガ
ン
バ
ロ
ウ

Force
じゃ
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第１地連第１地連
福　　山福　　山

第２地連第２地連
芦　　品芦　　品

第３地連第３地連
しまなみしまなみ

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

保育園で手際よく網戸の張り替え

吉浦地区の職人さんたち

安芸津地区の職人さんたち

持参された包丁を順に研ぎ仕上げ

瀬戸老人福祉センターでベンチ修繕

　

【
住
対
部
長
・
渡
邉
朝
展
】

　

地
域
の
皆
様
に
、
私
た
ち
の

仕
事
や
技
能
を
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
６
月
25
日
を

「
住
宅
デ
ー
」
と
定
め
、
全
建

総
連
が
１
９
７
８
年
か
ら
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

広
島
建
労
で
は
、
今
年
も
６

月
25
日
を
中
心
に
、
各
地
域
で

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

刃
物
研
ぎ
、
マ
イ
箸
作
り
、

木
工
教
室
、
住
宅
相
談
、
施
設

な
ど
の
修
繕
や
改
修
作
業
な
ど
、

地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

で
実
施
し
ま
し
た
（
秋
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
地

連
も
あ
り
ま
す
）
。

　

修
繕
作
業
や
木
工
教
室
な
ど

を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
仕
事
へ

の
理
解
や
組
合
の
活
動
を
広
め

る
と
と
も
に
、
点
検
商
法
や
耐

震
に
関
す
る
住
宅
相
談
を
通
じ

て
、
仕
事
の
掘
り
起
こ
し
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

広島建労
住宅デー

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
髙
橋
潔

士
】
第
48
回
住
宅
デ
ー
技
術
奉

仕
活
動
が
６
月
22
日(

日)

８
時

30
分
よ
り
開
催
さ
れ
、
今
年
も

　

【
松
永
支
部
・
教
宣
部
長
・

渡
邊
栄
治
】
私
た
ち
松
永
支
部

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
松
田
茂

典
】
６
月
21
日(

土)

安
芸
津
、

6
月
22
日(

日)

呉
の
吉
浦
地
区
、

6
月
29
日(

日)

呉
の
音
戸
地
区

で
住
宅
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

住
宅
デ
ー
と
は
、
建
労
を
一

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
山
内
和

文
】
６
月
22
日(

日)

、
尾
道
会

多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西

形
住
対
部
長
の
指
示
の
も
と
、

は
、
６
月
22
日(

日)

に
、
住
宅

デ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

場
・
世
羅
会
場
の
２
か
所
で
「
第

３
地
域
連
合
し
ま
な
み
住
宅

第48回

　

こ
の
催
し
は
、

毎
年
６
月
の
住

宅
デ
ー
に
合
わ

せ
て
、
役
員
と

組
合
員
が
協
力

し
て
行
っ
て
い

る
恒
例
の
行
事

で
す
。

　

当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
朝

９
時
の
開
始
に

合
わ
せ
て
日
除

け
用
の
テ
ン
ト

を
設
置
し
、
近

隣
の
方
が
持
参

さ
れ
た
包
丁
を

利
用
者
の
感
謝
の
言
葉
に

組
合
員
「
や
り
が
い
を
感
じ
た
」

毎
年
地
域
で
喜
ば
れ
る
奉
仕
作
業

２
会
場
３
か
所
で
汗
を
流
す

安
芸
津
・
吉
浦
・
音
戸
の
3
会
場

包
丁
研
ぎ
178
、
ま
な
板
修
正
12
等

柳
津
・
本
郷
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

網
戸
・
畳
・
障
子
替
え
等
に
14
人

デ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

尾
道
会
場
で
は
、

第
３
地
連
し
ま
な

み
駐
車
場
に
て
、

刃
物
研
ぎ
・
網
戸

の
張
り
替
え
・
マ

イ
箸
作
り
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

世
羅
会
場
で
は
、

３
か
所
の
保
育
園

（
い
お
・
に
し
お

お
た
・
せ
ら
に
し
）

に
て
、
網
戸
の
張

り
替
え
や
ト
イ
レ

の
ふ
た
・
棚
板
の

門
主
地
連
長

を
は
じ
め
と

す
る
参
加
者

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に

取
り
組
み
ま

し
た
。
今
年

は
、
瀬
戸
老

人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
ベ
ン

チ
の
撤
去
と

修
繕
、
幸
千

ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
襖
の

般
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
行
事

を
行
う
全
国
統
一
デ
ー
で
す
。

　

3
会
場
す
べ
て
で
刃
物
研
ぎ

を
行
い
、
安
芸
津
で
は
包
丁
55

本
、
ま
な
板
修
正
12
枚
、
吉
浦

で
は
包
丁
70
本
、
音
戸
で
は
包

順
番
に
研
ぎ
ま
し
た
。
参
加
者

は
14
人
で
、
合
計
27
本
の
包
丁

を
研
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
奉
仕
作
業
と

し
て
、
柳
津
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

の
バ
ル
ブ
交
換
、
本
郷
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の
網
戸
の
張
り
替
え
、

畳
の
表
替
え
、
障
子
の
張
り
替

え
な
ど
、
か
な
り
の
作
業
量
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
事

前
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
住
宅
デ
ー
の

一
環
と
し
て
作
業
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、

一
般
の
方
々
に
建
労
の
存
在
を

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

滑
り
の
修
繕
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
紫
雲
荘
で
ド
ア
ノ
ブ
の
修

繕
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
地
連
の
事
務
所

と
そ
の
周
辺
で
も
清
掃
や
修
繕

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
職
員
や
利
用
者
の

方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
参
加
し
た
組
合
員
か
ら

も
「
や
り
が
い
を
感
じ
た
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地

連
事
務
所
も
き
れ
い
に
な
り
、

快
適
な
空
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
み
の
活
動
で
し
た

が
、
暑
い
中
、
皆
さ
ん
が
汗
を

流
し
な
が
ら
懸
命
に
作
業
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ご苦労様

丁
53
本
が
研
が
れ
ま
し
た
。
包

丁
が
主
で
す
が
、
中
に
は
ハ
サ

ミ
や
ノ
ミ
な
ど
も
研
ぎ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
組
合
員
の
方
は
、

「
職
人
さ
ん
が
減
り
、
研
ぐ
人

数
が
少
な
く
て
今
日
は
大
変
だ

っ
た
よ
。
少
し
で
も
職
人
が
増

え
れ
ば
い
い
と

思
う
け
ど
…
…

ま
あ
、
そ
れ
で

も
顔
見
知
り
の

人
な
ど
が
来
て

く
れ
た
し
、
来

年
も
続
け
て
い

き
た
い
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し

た
。

設
置
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
毎

年
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

開
催
前
日
の
夜
か
ら
当
日
未

明
ま
で
雨
が
降
り
、
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
朝
に
は
雨

も
上
が
り
、
暑
い
日
差
し
の
中

で
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
汗
を
流

し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

両
会
場
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
前

日
か
ら
の
準
備
や
後
片
付
け
ま

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
組
合
の
活
動
は
、

広
島
建
労
の
存
在
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第７地連第７地連
広　　島広　　島

4年生は初めての体験に悪戦苦闘

　

【
南
地
区
長

・
下
野
征
弥
】

南
地
区
で
は
、

令
和
7
年
6
月

30
日(

月)

、
広

島
市
立
黄
金
山
小
学
校
に
お
い

て
「
木
材
加
工
体
験
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
南
地

区
組
合
員
９
人
と
第
７
地
連
住

宅
対
策
部
長
の
計
10
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

対
象
は
６
年
生
21
人
が
「
巣

箱
」
作
り
、
４
年
生
29
人
が
「
多

目
的
ボ
ッ
ク
ス
」
作
り
で
し
た
。

　

「
も
の
づ
く
り
」
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
も
ら
う
趣
旨
で
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
の
「
巣
箱
」
作
り
は

形
が
複
雑
で
、
図
面
が
ミ
リ
単

位
の
た
め
墨
出
し
が
難
し
そ
う

で
し
た
。
し
か
し
、
２
回
目
の

「
木
材
加
工
体
験
教
室
」
と
い

う
こ
と
で
、
ノ
コ
ギ
リ
や
金
槌

巣箱と多目的ボックスで
ものづくりの楽しさを体験

の
使
用
は
多
く
の
子
ど
も
が
す

ん
な
り
と
で
き
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
な
か
に
は
板
が
斜

め
だ
っ
た
り
、
釘
を
打
ち
直
し

た
跡
の
あ
る
「
巣
箱
」
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
の
子
も
満
足
そ

う
に
「
巣
箱
」
を
持
っ
て
帰
り

ま
し
た
。

　

４
年
生
は
初
め
て
の
「
木
材

加
工
体
験
教
室
」
だ
っ
た
た
め
、

な
か
な
か
木
が
切
れ
な
か
っ
た

り
、
釘
を
打
っ
て
も
沈
ま
な
か

っ
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま

し
た
が
、
時
間
内
に
何
と
か
完

成
さ
せ
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

　

６
年
生
、
４
年
生
と
も
に
「
も

の
づ
く
り
」
に
前
向
き
に
取
り

組
み
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
授
業
と

な
り
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な

「
木
材
加
工
体
験
教
室
」
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
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第９地連第９地連
広 島 北広 島 北

第10地連第10地連
高　　陽高　　陽

第11地連第11地連
三　　次三　　次

電動ドリルでブックラックのネジ留め中

大工になりきって上棟体験中

どの親子にもつきっきりで指導

※【マルチファニチャー：1つで複数の使い方ができる家具】

マルチファニチャーできました

背後にカメラの視線を感じてます

興味津々の子どもたちに囲まれて作業

　

【
住
対
専
門

委
員
・
岡
村
大
】

6
月
21
日(

土)

、

津
田
市
民
セ
ン

タ
ー
、
6
月
22

日(

日)

、
地
連

会
館
で
親
子
木

　

【
住
対
副
専
門
委
員
・
廣
増

一
宏
】
第
９
地
連
北
広
島
支
部

で
は
、
住
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

例
年
ど
お
り
、
豊
平
地
区
・
千

代
田
地
区
・
芸
北
地
区
の
３
地

区
に
分
か
れ
て
実
施
（
豊
平
５

人
、
千
代
田
７
人
、
芸
北
９
人

参
加
）
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
６
月
26
日(

木)

、
豊

平
地
区
が
豊
平
学
園
に
て
木
工

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
６
年

生
の
児
童
20
人
と
一
緒
に
、
絵

を
掛
け
る
た
め
の
縁
と
柵
を
製

作
し
ま
し
た
。
興
味
津
々
の
子

ど
も
た
ち
に
汗
だ
く
で
教
え
な

が
ら
、
何
と
か
時
間
内
に
仕
上

　

【
書
記
長
・
佐
々
木
哲
司
】

第
11
地
連
三
次
は
、
住
宅
デ
ー

の
奉
仕
作
業
を
６
月
22
日(

日)

・

29
日(

日)

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
三
次
地
区
、
作
木

地
区
（
老
人
ホ
ー
ム
修
繕
３
人
）
、

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
長
谷
部

潤
】
６
月
29
日(

日)

、
10
地
連

高
陽
は
三
田
市
民
農
園
に
て
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
刃
物
研
ぎ
と
住

宅
相
談
を
行
い
、
今
回
は
刃
物

55
本
と
住
宅
相
談
１
件
の
ご
依

工
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
マ
ル
チ
フ
ァ
ニ
チ

ャ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

佐
伯
地
区
で
は
組
合
員
講
師

11
人
が
親
子
16
組
を
、
五
日
市
・

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
６
月
29
日(

日)

、

千
代
田
地
区
で
は
独
居
高
齢
者

宅
の
屋
根
の
補
修
と
、
雨
樋
の

掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
高
所
で

の
作
業
は
高
齢
者
に
は
難
し
い

た
め
、
協
力
し
て
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
日
、
芸
北
地
区
で
は
毎
年

恒
例
の
刃
物
研
ぎ
を
行
い
、
鎌

や
包
丁
な
ど
37
本
を
丁
寧
に
研

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
と
同

様
に
芸
北
中
学
校
の
掲
示
板
を

作
成
し
、
取
り
付
け
ま
し
た
。

今
回
は
緑
色
で
見
栄
え
の
良
い

掲
示
板
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
地
区
も
事
故
な
く

無
事
に
終
了
し
、
地
域
に
大
い

に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

甲
奴
地
区
（
包
丁
研
ぎ
な
ど
16

人
）
、
君
田
地
区
（
老
人
ホ
ー

ム
７
人
）
、
高
田
地
区
（
小
学

校
・
保
育
所
修
繕
15
人
）
の
総

勢
68
人
で
奉
仕
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

三
次
地
区
の
奉
仕
作
業
で
は
、

市
立
保
育
所
全
10
カ
所
の
う
ち
、

昨
年
度
に
残
っ
た
４
カ
所
を
対

象
に
、
27
人
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
藤
井
地
区
長
と
三

次
市
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
か
ら

の
挨
拶
の
後
、
矢
野
住
宅
対
策

専
門
委
員
が
作
業
内
容
な
ど
の

説
明
を
行
い
、
各
保
育
所
へ
と

出
発
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
建

具
の
修
繕
、
床
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

張
り
替
え
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
替
、
敷
居
の

改
善
、
水
栓
の
交
換
、
建
具
へ

の
鍵
の
取
付
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
取
替
、
砂
場
の
砂
飛
散

防
止
・
日
よ
け
シ
ー
ト
の
取
付
、

築
山
の
撤
去
、
畳
間
の
修
繕
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
中
国
新
聞
の
取
材
を
受
け
、

緊
張
感
の
あ
る
中
で
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
作
業

に
慣
れ
て
い
る
人
も
、
不
慣
れ

な
人
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
る
と
依
頼
本
数

は
少
な
め
で
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
通
じ
て
多
く
の
方
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
悪

徳
業
者
の
存
在
や
、
業
者
選
び

の
難
し
さ
に
つ
い
て
の
お
話
も

方
々
が
力
を
合
わ
せ
、
午
前
中

を
目
途
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
、
数
年
間
奉
仕

作
業
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
保

育
所
も
あ
り
、
作
業
の
依
頼
内

容
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
た
め
、

す
べ
て
の
作
業
が
終
わ
っ
た
の

は
お
昼
を
過
ぎ
て
か
ら
と
な
り

ま
し
た
。

　

各
所
の
所
長
か
ら
は
「
こ
れ

か
ら
は
使
い
や
す
く
な
り
、
子

ど
も
た
ち
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
」

と
の
う
れ
し
い
言
葉
を
頂
き
、

長
年
続
け
て
き
た
奉
仕
作
業
の

意
義
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
新
聞
に
も
掲
載

さ
れ
、
三
次
市
の
広
報
に
も
掲

載
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
報
道

が
、
さ
ら
に
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

作
業
後
は
、
昼
食
と
懇
談
を

数
人
で
行
い
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
方
は
多
忙
の
た
め
、
お

弁
当
を
受
け
取
っ
て
帰
ら
れ
ま

し
た
。

　

「
す
ご
く
忙
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
な
ら
、
疲
れ
も
吹
き
飛

び
ま
す
」
と
話
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
笑
顔
で
帰
路
に
つ
か
れ
ま

し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

三
次
地
区
の
住
宅
デ
ー
奉
仕

作
業
は
今
年
で
29
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
来
年
は
記
念
す
べ
き

30
回
目
で
す
。
今
年
参
加
で
き

な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
来

年
は
参
加
し
て
、
気
持
ち
の
よ

い
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

木
製
ハ
ン
マ
ー
で
上
棟
体
験

「
こ
う
や
っ
て
家
が
で
き
る
ん
だ
！
」

３
地
区
で
住
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
ど
も
た
ち
を
汗
だ
く
で
指
導

2
日
間
5
地
区
で
68
人
が
奉
仕

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
取
材
に
緊
張

あ
り
、
建
設
労
働
組
合
が
ど

の
よ
う
な
団
体
な
の
か
を
丁

寧
に
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
開
催
と
な
る
「
木

工
教
室
」
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

申
込
者
は
予
定
よ
り
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
小
学
４
年

生
の
男
女
２
人
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ブ
ッ
ク
ラ
ッ

ク
づ
く
り
や
、
専
門
委
員
の
大

工
さ
ん
手
作
り
の
木
製
ハ
ン
マ
ー

を
使
っ
た
上
棟
体
験
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

『
こ
う
や
っ
て
家
が
で
き
る

ん
だ
！
』
『
楽
し
か
っ
た
！
思

っ
た
よ
り
大
き
か
っ
た
！
』
と

い
っ
た
声
が
聞
こ
え
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は
「
来

年
は
も
っ
と
盛
り
上
が
る
企
画

を
考
え
よ
う
」
と
い
っ
た
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

今年は「マルチファニチャー」
苦戦後は素敵な作品に

湯
来
・
そ
の
他
地
区
で
は
組
合

員
講
師
6
人
が
午
前
７
組
、
午

後
９
組
の
参
加
者
を
指
導
し
ま

し
た
。

　

ビ
ス
が
釘
に
あ
た
っ
て
曲
が

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
素
敵
な

作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
よ
り
も
、
作
業

す
る
子
ど
も
を
見
て
い
る
親
御

さ
ん
の
ほ
う
が
嬉
し
そ
う
で
し

た
。
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建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

交通事故・けんかなど
第三者傷害にあったらすぐ連絡を

70歳以上の前期高齢者の
所得判定基準

入院中の食事

非課税の方の入院中の食事代について 交通事故にあったときは

警察に連絡・建設国保へ届け出　みなさんが病院に入院したとき、医療費と別に食事代を１食
あたり510円負担することになっています。
　しかし、所得区分が非課税の方と低所得Ⅰ・Ⅱの70歳以上の
方については、以下の方法より入院中の食事代が軽減されます。

・マイナンバーカードの健康保険証利用登録をされている方
　原則届け出は不要ですが、過去１年間の入院期間が91日以上
となる場合は所属の地域連合に届け出が必要となります。

・マイナンバーカードの健康保険証利用登録をしておらず、資
格確認書でご受診の方

　入院の事実が発生したら、所属の地域連合で「国民健康保険
限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付手続きをしていた
だき、交付された証と資格確認書を医療機関へ提示する必要が
あります。
　また、過去１年間の入院期間が91日以上となる場合には別途
手続きが必要となります。

※届け出には組合員並びに届け出事項に該当するご家族の
個人番号が必要となりますので、個人番号の確認できる
書類（個人番号カード、個人番号通知カード、住民票）
を必ずご持参下さい。

（※）食事代の減額については、届け出が必要となります。

区　分 判定基準 負担
割合

現役並みⅢ ・課税標準額が690万円以上

3割現役並みⅡ ・課税標準額が380万円以上690万円未満

現役並みⅠ ・課税標準額が145万円以上380万円未満

一般

下記基準のいずれかに該当
・課税標準額が145万円未満
・70歳～74歳の被保険者の旧ただし書き所
得額の合計が210万円以下の場合

2割
低所得Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税

低所得Ⅰ

下記基準のすべてに該当
・世帯全員が住民税非課税
・世帯全員の給与所得が10万円以下
・給与所得以外の他の所得が0円
・年金受給者の年金収入が80万6,700円以下

◎建設国保に『第三者行為による被害届』を提出
事故証明書を添付

～示談について～
・示談は焦らず慎重に行い、治療が全部済んでから行うように
する

・示談の内容によって建設国保が支払っている治療費を加害者
に請求できなくなることがあるので、示談をする前に必ず建
設国保に連絡を

★ 注　意 ★
　仕事中や通勤・帰宅途中の交通事故については、労働
災害になり、労災保険を使って治療を受けることになり
ます。建設国保へ届け出ても国民健康保険を使って治療
を受けることはできません。

　交通事故やけんか、飼い主のいる犬や
猫等に咬まれた場合など第三者によって
受けた傷病の場合、その治療については
第三者が負担するべきものですが国民健
康保険を使って治療をうけることもでき
ます。
　この場合、建設国保へ届け出て所定の
手続きを行う必要がありますので国民健
康保険を使う時は、すぐに建設国保へ連
絡してください。
　届け出により国民健康保険を使って治療を受けた治療費につ
いては、ひとまず建設国保が７割の金額を医療機関へ支払い
ますが、それは加害者の代わりに立て替えて支払うというだけ
で、後日加害者へ請求し建設国保へ支払っていただくようにな
りますので、注意してください。
　示談については、その内容によって建設国保が立て替えてい
る治療費を加害者に請求できなくなることがあります。慎重に
行い、示談の前には必ず建設国保へ連絡するようにしましょう。

一
食
あ
た
り

非課税低所得Ⅱ

90日までの入院 240円

91日以上の入院
(過去12ヶ月間)

(※)190円

低所得Ⅰ 110円

上記以外の人 510円
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事
業
所
等
資
格
確
認
ハ
ガ
キ
の
送
付
に
つ
い
て

表　面 中　面 裏　面

職　種　分　類　表

組
合
員
さ
ん
一
人
一
人
へ
、
組
合
員
資
格
に
係
る
事
項
に
つ
い
て

建
設
国
保
が
把
握
し
て
い
る
内
容
を
記
載
し
た
ハ
ガ
キ
を
作
成
し
、

送
付
致
し
ま
す
の
で
、
「
住
所
」
「
職
種
」
「
事
業
区
分
」
「
事
業

所
名
」
に
変
更
等
が
な
い
か
確
認
し
て
頂
き
、
変
更
等
あ
る
場
合
は

お
手
数
で
す
が
所
属
地
域
連
合
へ
ご
連
絡
の
う
え
、
必
ず
変
更
の
届

出
を
行
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
国
保
組
合
で
の
職
種
は
、
県
の
認
可
事
項
に
よ
り
21

種
類
で
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
ど
の
職
種
に
該
当
さ
れ
る
か

は
、
「
職
種
分
類
表
」
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

建設国保組合 建設労働組合 国土交通省（建設職種H9/11）
１大工（型枠大工・壁下地工・建築設計士・建
築請負・建築管理士・のこの目立て工を含む）

３大工　40建築設計　42壁下地工
２建築請負　43建築管理　44のこの目立て

建築大工　宮大工　造作大工　墨だし大工　型枠大工
枠組み壁工法フレーマ

２左官（木舞工・ラス工を含む） ４左官工　35ラス張り　37木舞
モルタル練工　土間押工　研磨工　ボード張工
左官吹付工

３とび職 ５とび工　48解体工
足場とび工　くい打ち工　鉄骨とび工　建築とび工　
玉掛工　重量物とび　山留とび　仮設とび

４石工 ６石工・石材 目地工　石積工　現テラ工　補石工

５煉瓦積工（ブロック工を含む） 33煉瓦積工・ブロック工
耐火れんが工　れんが目地工　特殊れんが工　目地工
建築ブロック工　タイルブロック工　特殊ブロック工

６タイル工 10タイル工 目地工　タイルクリーニング工　タイル選別工

７土工（土木工・ハツリ工を含む）
１土木　13舗装工　14浚渫工
24さく井工（井戸掘り）　38ハツリ工

掘削工　コンクリート打設工　舗装工　さく井工　
測量士

８屋根ふき工（瓦工を含む）
７屋根工・瓦ふき工
※太陽光パネル設置のみ

かわらぶき工　金属屋根葺工　スレート工　下ふき工

９板金工 15板金工 ・サイディング 建築板金工　板金屋根ふき工　板金ダクト工　とい工

10電気工
８電気工　22電気通信工
※電気工事含む太陽光パネル設置

電工　配線工　送電工

11配管工（空調工・給排水工を含む）
９配管工　21熱絶縁工　26水道施設工
27消防施設工　49冷暖房

空調配管工　衛生配管工　防災配管工　ガス配管工　
ダクト工　保温工　耐火被覆工

12塗装工（看板工・ガン吹付工を含む） 17塗装工　18防水工　46看板工　47外装

建築塗装工　金属塗装工　木工塗装工　塗装吹付工
防水（アスファルト・シート・塗膜・モルタル・コンク
リート・目地・注入・コーキング・シール・シーリン
グ・プレハブ建築）

13硝子工 16ガラス工 ガスケット工　ガラスブロック工　合成樹脂工

14造園工（植木職人を含む） 23造園工
植栽工　地被工　景石工　地ごしらえ工　芝張工
造園修景工　公園設備工　水景工

15鍛冶工 45鍛冶工

16溶接工 11鋼構造物工　39溶接工
鉄構組立工　スタッド工　軽鉄工　金物工　
アーク溶接工　ガス溶接工

17建具工（サッシ工・家具工・木工・表具士・
経師・室内装飾・床張工を含む）

19内装仕上げ工　25建具工・木工　
34表具　36サッシ工　41製材工

サッシ工　シャッター工　カーテンウォール取付工
鋼製建具工　木製建具工　襖工　カーペット工　表装工
内装ボード張り工　壁装工　床張り工　縫製工　家具工
ユニット工　インテリア工

18畳工 29畳工
19重作業員（建設関係自動車運転士・建設関係
機械運転士を含む）

20機械器具設置工　30建材運搬
設備機械工　昇降機技能工　建設機械運転工　
クレーン運転工　電気計装工

20軽作業員（工務店事務員・家洗い工を含む）
28清掃施設工　31軽作業員　
32工務店事務

21鉄筋工（鉄骨工・鉄工を含む） 12鉄筋工 鉄筋組立工　鉄筋ガス圧接工

職種の分類は下表のとおりです。

【送付される事業所等資格確認ハガキ】 【圧着部分の内面】

広島県建設国民健康保険組合

重  要 ご案内は内側にあります。
はがして必ずご確認ください。

〒733-0013　広島市西区横川新町13番12号

TEL　082―291―5894 
FAX　082―291―5832

　建設国保組合員の加入資格について、厚生労働省より
今まで以上に厳しく守るよう指導されています。適正な組
合員資格が守られていない場合は、他の医療保険へ異動
していただくようになりますので、組合員資格について疑
問等がある場合は、必ず所属の地域連合事務所あるいは
建設国保にご相談してください。

組合員資格判定基準は、次の①～④です。
①広島県建設労働組合に加入し、建築業に従事している。
②広島県内に居住している。

 
③社会保険など他の保険制度の適用を受けていない。
④法人事業所事業主及び従業員・従業員が５人以上の個人
 　事業所の従業員は、社会保険の適用を受けなければいけ
 　ませんが、社会保険の適用除外承認を受けている。

岡山県・鳥取県・島根県・山口県・愛媛県に居住している
が、広島県内の法人事業所に毎日通勤している場合は、広
島県内に居住していなくても資格判定に問題はありません。

一人親方・個人事業所の事業主・従業員が５人未満の個人
事業所の従業員・外注の職人は、問題ありません。

組合員資格の確認について組合員資格の確認について お住まいの
住　　　所

職　　　種

事 業 区 分

事 業 所 名

事業区分が「職人」、「一人親方」の場合で屋号の届出がない
場合は、事業所名欄は空欄となっています。

　平素より国保組合事業にご理解ご協力を賜り、誠
に有難うございます。
　現在、あなたより届出をして頂いております上記
の「住所」「職種」「事業区分」「事業所名」につい
て、確認をして頂き変更等がある場合は、お手数で
すが所属の地域連合事務所へご連絡のうえ、必ず変
更の届出を行って頂きますようお願いいたします。

郵 便 は が き 確　　認　　事　　項

料金別納
郵  便

広島県建設国民健康保険組合

重  要 ご案内は内側にあります。
はがして必ずご確認ください。

〒733-0013　広島市西区横川新町13番12号

TEL　082―291―5894 
FAX　082―291―5832

　建設国保組合員の加入資格について、厚生労働省より
今まで以上に厳しく守るよう指導されています。適正な組
合員資格が守られていない場合は、他の医療保険へ異動
していただくようになりますので、組合員資格について疑
問等がある場合は、必ず所属の地域連合事務所あるいは
建設国保にご相談してください。

組合員資格判定基準は、次の①～④です。
①広島県建設労働組合に加入し、建築業に従事している。
②広島県内に居住している。

③社会保険など他の保険制度の適用を受けていない。
④法人事業所事業主及び従業員・従業員が５人以上の個人
 　事業所の従業員は、社会保険の適用を受けなければいけ
 　ませんが、社会保険の適用除外承認を受けている。

岡山県・鳥取県・島根県・山口県・愛媛県に居住している
が、広島県内の法人事業所に毎日通勤している場合は、広
島県内に居住していなくても資格判定に問題はありません。

一人親方・個人事業所の事業主・従業員が５人未満の個人
事業所の従業員・外注の職人は、問題ありません。

組合員資格の確認について組合員資格の確認について お住まいの
住　　　所

職　　　種

事 業 区 分

事 業 所 名

事業区分が「職人」、「一人親方」の場合で屋号の届出がない
場合は、事業所名欄は空欄となっています。

　平素より国保組合事業にご理解ご協力を賜り、誠
に有難うございます。
　現在、あなたより届出をして頂いております上記
の「住所」「職種」「事業区分」「事業所名」につい
て、確認をして頂き変更等がある場合は、お手数で
すが所属の地域連合事務所へご連絡のうえ、必ず変
更の届出を行って頂きますようお願いいたします。

郵 便 は が き 確　　認　　事　　項

料金別納
郵  便

広島県建設国民健康保険組合

重  要 ご案内は内側にあります。
はがして必ずご確認ください。

〒733-0013　広島市西区横川新町13番12号

TEL　082―291―5894 
FAX　082―291―5832

　建設国保組合員の加入資格について、厚生労働省より
今まで以上に厳しく守るよう指導されています。適正な組
合員資格が守られていない場合は、他の医療保険へ異動
していただくようになりますので、組合員資格について疑
問等がある場合は、必ず所属の地域連合事務所あるいは
建設国保にご相談してください。

組合員資格判定基準は、次の①～④です。
①広島県建設労働組合に加入し、建築業に従事している。
②広島県内に居住している。

③社会保険など他の保険制度の適用を受けていない。
④法人事業所事業主及び従業員・従業員が５人以上の個人
 　事業所の従業員は、社会保険の適用を受けなければいけ
 　ませんが、社会保険の適用除外承認を受けている。

岡山県・鳥取県・島根県・山口県・愛媛県に居住している
が、広島県内の法人事業所に毎日通勤している場合は、広
島県内に居住していなくても資格判定に問題はありません。

一人親方・個人事業所の事業主・従業員が５人未満の個人
事業所の従業員・外注の職人は、問題ありません。

組合員資格の確認について組合員資格の確認について お住まいの
住　　　所

職　　　種

事 業 区 分

事 業 所 名

事業区分が「職人」、「一人親方」の場合で屋号の届出がない
場合は、事業所名欄は空欄となっています。

　平素より国保組合事業にご理解ご協力を賜り、誠
に有難うございます。
現在、あなたより届出をして頂いております上記
の「住所」「職種」「事業区分」「事業所名」につい
て、確認をして頂き変更等がある場合は、お手数で
すが所属の地域連合事務所へご連絡のうえ、必ず変
更の届出を行って頂きますようお願いいたします。

郵 便 は が き 確　　認　　事　　項

料金別納
郵  便

はがす

安　全安　全

安　全

安　全

安　全 安　全

安　全

安　全安　全

安　全

安　全

安　全 安　全

安　全

安　全安　全

安　全

安　全

安　全 安　全

安　全
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地連名 件数
第１地連 福 山 （１）
第２地連 芦 品 １
第４地連 広島中央 ２（１）
第５地連 瀬戸内 ２（１）
第７地連 広 島 １（３）
第８地連 広島西 ２
第９地連 広島北 １

計 ９ （6）
（　） 内は一人親方

7月1日の
組織人員
11,665人

竹谷部長の話に終始笑いが絶えません

楽しく学べるよう
話す竹谷部長

急
ぎ
の
人
に
も
対
応
し

約
40
人
に
声
か
け
成
功

61
人
で
岡
山
へ
バ
ス
旅

豪
華
海
鮮
料
理
に
大
満
足

特
別
講
演
に
耳
を
傾
け

非
常
時
の
心
構
え
を
共
有

家
族
ぐ
る
み
の
運
動
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
よ
う

第１地 連第１地 連
福 山福 山

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

　

【
組
織
専
門
委
員
・
松
井
健

治
】
６
月
５
日(

木)

、
建
デ
ポ

福
山
店
頭
で
組
織
拡
大
オ
ル
グ

と
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
を
賃
対
部

と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

来
店
さ
れ
た
方
に
声
を
か
け
、

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
建
設

国
保
や
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
お
知
り
合
い

の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
、
市
町

村
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　

【
副
地
連
長
・
谷
増
賢
治
】

６
月
15
日(

日)

、
第
８
地
連
広

島
西
の
日
帰
り
旅
行
で
岡
山
県

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
総
勢
61

人
（
大
人
51
人
、
小
学
生
９
人
、

幼
児
１
人
）
が
２
台
の
バ
ス
に

乗
り
込
み
、
建
労
広
島
西
会
館

を
７
時
40
分
に
出
発
。
最
初
に

に
は
、
組
合
の
保
険
料
や
共
済

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
町
村
国
保
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
「
現

在
支
払
っ
て
い
る
保
険
料
よ
り

安
い
」
と
、
良
い
反
応
を
い
た

だ
く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
該

当
の
方
に
は
、
第
１
地
連
の
連

絡
先
と
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
間
の
な
い
方
や
急

ぎ
の
方
に
は
、
建
労
加
入
を
呼

び
か
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に

訪
れ
た
の
は
カ
ブ
ト
ガ
ニ
博
物

館
で
し
た
。
少
し
気
持
ち
悪
い

と
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
成
長
過
程

や
恐
竜
の
骨
格
模
型
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
館
外
に
は
恐
竜

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
多
数
あ
り
、

一
緒
に
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て

13
〜
17
日　

夏
季
休
暇

21
日　

第
４
地
連
安
全
講
習
会

24
日　

第
１
地
連
青
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

第
２
地
連
特
定
健
診
・
肺
が
ん
検
診(

松
永)

　

第
８
地
連
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

26
日　

(

一
社)

訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事
会

28
〜
29
日　

木
建
作
業
主
任
者
講
習

29
日　

第
５
地
連
特
定
健
診(

呉)

30
日　

第
５
地
連
特
定
健
診(

坂)

30
〜
31
日　

第
７
地
連
ド
ロ
ー
ン
講
習
会

31
日　

第
10
地
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
２
日　

第
３
１
７
回
執
行
委
員
会

　
第
２
地
連
特
定
健
診(

新
市)

、肺
が
ん
検
診(

芦
品)

　
３
日　

四
役
会
議

　
４
日　

第
１
地
連
第
２
回
特
定
健
診

　
５
日　

第
10
地
連
特
定
健
診

　
６
日　

第
８
地
連
特
定
・
節
目
・
肺
が
ん
検
診

　
７
日　

第
８
地
連
技
術
講
習
会

(

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
能
力
向
上
教
育)

10
日　

四
役
・
地
連
長
会
議

14
日　

5
地
連
特
定
健
診(

呉)

21
日　

青
年
部
健
康
講
演
会(

モ
ル
ッ
ク)

25
〜
26
日　

第
７
地
連
ド
ロ
ー
ン
講
習
会

27
日　

第
10
地
連　

主
婦
の
会
親
睦
旅
行

28
日　

丸
の
こ
特
別
教
育

　

第
１
地
連
社
保
対
部
日
帰
り
研
修
旅
行

▼
８
〜
９
月
の
行
事
予
定
▲

8月9月

内　容 件数
工 具 ・ 機 械 ４
転 墜 落 ３
切 れ ・ こ す れ ２
転 倒 ２
飛 来 ・ 落 下 ２
転 墜 落（ 死 亡 ） １
そ の 他 １

計 15

労働災害地連別件数一覧表
令和7年6月分

労災保険に入りましょう

令和６年度・佳作

ゆ
と
り
こ
そ

無
事
故
に
繋
が
る

プ
ロ
の
ワ
ザ

労働安全標語

第6地連江田島
長田　恵子さん

※あくまで予定です(後日変更あり)。詳細は県本部または所属の地連までお問い合わせください。

倉敷美観地区を自由に散策

ア
ン
ケ
ー
ト
お
願
い
中

防
災
の
ア
イ
デ
ア
を
学
習

　

【
県
・
主
婦
の
会
会
長
・
竹

村
富
士
子
】
６
月
12
〜
13
日
、

石
川
県
山
代
温
泉
「
瑠
職
光
」

　

【
主
婦
の
会
地
連
会
長
・
三

浦
純
子
】
梅
雨
入
り
し
た
ば
か

り
の
６
月
９
日(

月)

、
岡
山
市

の
サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
で
、
中
国
地
協
主
婦
交
流

集
会
が
開
催
さ
れ
52
人
（
広
島

建
労
10
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
国
地
方
５
県
連
・
組
合
で

活
動
す
る
主
婦
の
会
の
会
員
が

一
堂
に
会
し
、
日
々
の
暮
ら
し

や
組
織
に
お
け
る
役
割
に
つ
い

て
学
び
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

「
家
族
ぐ
る
み
の
運
動
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
、
交
流
を
深
め

る
会
に
し
よ
う
」
と
い
う
思
い

の
も
と
、
竹
谷
組
織
部
長
か
ら

地
連
作
成
の
チ
ラ
シ
を
添
え
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

全
体
と
し
て
約
40
人
の
方
に
声

が
け
を
し
ま
し
た
。

楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
「
ゆ
う
な
ぎ
倉
敷
本

店
」
で
、
豪
華
な
海
鮮
料
理
に

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
り
大
満
足
。

に
お
い
て
、
１
４
６
人
の
参
加

で
全
国
主
婦
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
河
村

恵
美
子
さ
ん
（
石
川
県
防
災
士

会
）
に
よ
る
特
別
講
演
「
整
理

収
納
×
防
災
の
は
な
し
」
と
、

子
番
徹
さ
ん
（
東
京
土
建
・
元

書
記
長
）
に
よ
る
講
演
「
人
を

活
か
し
認
め
合
え
る
主
婦
の
会

の
組
織
づ
く
り
」
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
つ
の
分
散
会
に

分
か
れ
、
講
演
の
感
想
を
発
表

し
合
い
ま
し
た
。
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
に
つ
い
て
は
、
「
１
枚
の

ハ
ガ
キ
に
も
重
み
が
あ
る
。
１

枚
で
も
多
く
組
合
員
に
書
い
て

も
ら
う
た
め
に
、
自
分
で
文
面

を
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え

る
。
そ
し
て
、
目
に
留
ま
る
よ

う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
大
変
参
考

中
央
情
勢
報
告
と
基
調
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
万
人

国
会
請
願
署
名
の
成
果
に
よ
っ

て
法
改
正
が
実
現
さ
れ
た
こ
と

な
ど
、
現
状
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
組
合
の
仲
間
と
の
つ
な

が
り
や
協
力
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

に
な
り
ま
し
た
。

　

未
だ
に
孤
立
し
た
主
婦
の
会

も
あ
り
（
温
度
差
は
あ
り
ま
す

が
）
、
防
災
の
面
で
は
、
子
ど

も
と
一
緒
に
避
難
場
所
や
備
蓄

用
品
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
非

常
時
の
心
構
え
や
家
族
・
地
域

と
の
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
４
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

テ
ー
マ
で
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、
主
婦
の
会
の
活

性
化
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

役
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
問

題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
克
服

し
て
い
る
県
も
あ
り
ま
す
。
若

い
世
代
が
集
ま
り
や
す
い
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
県
を
参
考

に
し
、
若
い
人
た
ち
が
参
加
し

や
す
い
主
婦
の
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
主
婦
の
会
の
方
々
が

一
堂
に
会
し
て
講
演
を
聞
き
、

意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
非
常
に
意
義
深
い
こ
と

で
し
た
。

　

竹
谷
組
織
部
長
は
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
、
皆
が
楽
し
く
学
べ

　安全意識の向上と普及を目指すため、今年も下記の要項
に沿って「労働安全標語」募集し、最優秀作品は来年度の広
島建労安全対策部スローガンにします。ぜひご応募ください。
内　　容：労働安全に関する標語
文 字 数：できるだけ分かりやすい表現で簡潔なもの
応 募 先：各地連事務所（県本部へ投稿があった場合、地連事務所へ転送）
募集期間：8月～11月末日まで
謝　　礼：最優秀1本5千円・優秀1本3千円・佳作3本2千円（商品券にて）
応募資格：組合員さんと、そのご家族（1人1作品まで）
選　　考：12月初旬
※入賞作品5本は、全建総連「労働安全標語募集」企画に、広島建労の代
表作品として応募します。

「労働安全標語」を募集 安全対策部

労災事故発生原因
　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
未
加

入
の
仲
間
の
加
入
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
倉
敷
美
観
地
区

を
自
由
に
散
策
。
倉
敷
川
沿
い

に
広
が
る
歴
史
あ
る
レ
ト
ロ
モ

ダ
ン
な
街
並
み
を
眺
め
な
が
ら

買
い
物
や
観
光
を
楽
し
み
、
「
ベ

テ
ィ
ス
ミ
ス
ジ
ー
ン
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

ト
ラ
ッ
プ
作
り
も
体
験
し
ま
し

た
。
18
時
45
分
過
ぎ
に
建
労
広

島
西
会
館
へ
無
事
帰
着
。
前
日

ま
で
の
雨
と
は
う
っ
て
か
わ
っ

て
、
気
温
は
30
度
近
く
ま
で
上

が
り
、
暑
さ
の
中
で
の
観
光
と

な
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
水

分
補
給
を
し
な
が
ら
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
主
婦
交
流
集
会

全
国
主
婦
交
流
集
会

中
国
地
協
主
婦
交
流
集
会

中
国
地
協
主
婦
交
流
集
会

る
よ
う
工
夫
し
て
く
だ
さ
り
、

参
加
者
は
最
後
ま
で
集
中
し
て

会
議
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

岡
山
建
労
の
西
原
執
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
分
散
会

テ
ー
マ
「
食
と
健
康
」
「
高
齢

化
社
会
に
つ
い
て
」
を
軸
に
、

５
つ
の
分
散
会
場
に
分
か
れ
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
熱
の
こ

も
っ
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

「
食
事
は
自
分
の
体
を
つ
く
り
、

偏
っ
た
食
事
は
病
気
に
つ
な
が

る
」
「
高
齢
化
社
会
を
生
き
抜

く
に
は
、
家
族
・
地
域
・
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
大
切
だ
」
な
ど
と
い
っ

た
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
・

会
話
・
健
康
づ
く
り
の
習
慣
の

大
切
さ
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
た
方
々
と
の

楽
し
い
会
話
に
花
が
咲
き
、
各

県
連
が
考
え
た
余
興
で
会
場
全

体
が
盛
り
上
が
り
、
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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